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1. はじめに  

令和元年 8 月 26 日から 29 日にかけて，佐賀県，福岡

県，長崎県を中心とする九州北部において豪雨が発生し

た．気象庁の報告によると，佐賀県を中心にこれまでの

観測記録を更新する記録的な大雨となった 1)．農地・農業

用施設においても，被害地域で農地 2,084 箇所，農地用施

設等 2,037 箇所で被害が発生し，ため池については福岡

県，佐賀県のため池が 44 箇所被災した 2)．記録的な大雨

を記録した佐賀県においては，佐賀市，小城市，武雄市，

鳥栖市等で 20 箇所のため池の被害が報告されており，な

かでも小城市では 1 箇所のため池が決壊している 3)．本

報では，その決壊した西分第 1 および第 2 ため池の被害

状況について報告する． 

2. 佐賀県における降雨状況  

佐賀県では 8 月 27 日から 28 日にかけて局地的に激し

い雨が降った．この 2 日間において，佐賀市では総降水

量 430.5 ㎜，1 時間降水量 110 ㎜と猛烈な雨が降り観測

史上最大となった 4)． 図 1にアメダス観測地点「佐賀」

における 8 月 26 日から 29 日の雨量時系列を示す．27 日

昼過ぎから 28 日午前中にかけて雨が降り続いた．1 時間

降水量が 40 ㎜を超える強い雨が 3 回発生しており，その

内 1 回は 100 ㎜を超える降水量であった．比較として同

図には，2017 年九州北部豪雨における同観測地点の 7 月

5 日から 7 日までの 1 時間降水量と積算降水量を示して

いる．2019 年の豪雨は，それらを上回る降水量であった

ことがわかる． 

3. 西分第 1・第 2ため池の被災状況 

 図 2に，西分第 1・第 2 ため池およびアメダス観測地点

「佐賀」の位置図を示す．西分第 1 および第 2 ため池は，

第 1 ため池が上流側に位置する親子ため池である．第 1

ため池が堤高 7.05m，堤長 65.0m，貯水量 12,500m³であり，

第 2 ため池が堤高 4.05m，堤長 55.0m，貯水量 13,600m³で

ある．写真 1 に示すように，第 1 ため池の下流側法面が

決壊している．堤体には明確な越流痕は見られなかった

が，洪水吐が激しく損傷していることから（写真 2），た

め池の貯水量および洪水吐の流下能力を上回る雨水が上

流から入り込んだものと推察される．ため池台帳による

と，洪水吐は幅が 1.3m，高さが 1.0mと小規模であった．

第 2 ため池については第 1 ため池から流入した土砂が貯

水池内に堆積していた．決壊した堤体断面の地質を観察

図 1 1 時間および積算降水量の経時変化 
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図 2 西分第 1・第 2ため池の位置図 

（地図の出展：国土地理院） 

写真 1 西分第 1 および第 2 ため池の被災状況 
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したところ，まさ土「細粒分混じり砂」であることが分か

った．地質図によると，小城市およびその周辺には花崗

岩が広く分布している．本報ため池堤体の大部分は，近

隣の山から採取したまさ土から構成されているものと推

察される． 

4. 決壊時の貯水位の推定  

西分第 1 ため池に対して，豪雨当時の貯水位を推定し

た． 図 3に，西分第 1ため池の堤体断面の模式図を示す．

常時満水位は 6.00m，堤高は 7.05m，余裕高は 0.90mの均

一型の堤体である． 

貯水位の推定に用いる降雨波形は，ため池の南西約

10kmに位置する佐賀観測所の 8 月 27 日 0 時から 8 月 29

日 0 時における 10 分間降水量データを用いた（図 4）．た

め池の貯水位波形は常時満水位を初期水位とした．洪水

ピーク流量 Qpは，佐賀観測所の 1 時間降水量から土地改

良事業計画基準・設計「ダム」に示される合理式により算

出し，洪水到達時間 tpは角屋・福島の式（定数 C=290），

平均有効降雨強度 reは物部の手法（流出係数 fp＝0.85)，

波形の形状は単峰型とした 5)．上記より算出した Qpから

水路流入型の洪水吐における越流水深 Hdを求め 6)，ため

池の貯水位波形とした． 

 図 4 に，上記の手法により求めた貯水位波形を示す．

貯水位は，8 月 27 日の 9 時半以降に上昇および下降を繰

り返している．特に，8 月 28 日の 3 時半以降，10 分間降

水量が最大 19 ㎜の激しい雨が継続的に降ったことによ

り，貯水位が急激に上昇し堤高を超え，越流が発生した

と考えられる．  

5. まとめ  

西分第 1 ため池については，堤体基礎地盤の原位置試

験，堤体土の不撹乱試料採取を行っている．今後は，それ

らを用いて決壊の発生メカニズムについて検討する予定

である。 
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図 4 10 分間降雨量と貯水位の経時変化 

（西分第 1 ため池） 
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図 3 西分第 1 ため池の堤体断面図（ため池台帳より） 

写真 2 西分第 1ため池の損傷した洪水吐 
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